
牛
津
町
が
輩
出
し
た
、
玉
屋
の
創
始
者
・
田
中
丸
善
蔵
と
肥
前
砥
川
石
工
の
天
才
棟
梁
・
平
川
与
四
右
衛

門
が
時
を
越
え
て
出
会
い
、
牛
津
の
現
在
と
過
去
を
行
き
来
す
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
設
定
の
「
牛
津
映

画
」。
ど
ん
な
映
画
な
の
か
、
監
督
と
主
演
の
皆
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

『
二
つ
の
巨
星
〜
善
蔵
と
与
四
右
衛
門
〜
』
に
迫
る
！
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　私
が
子
ど
も
の
こ
ろ
の
牛
津
は
、「
西
の
浪
花
」

の
華
や
か
さ
が
ま
だ
感
じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

だ
ん
だ
ん
と
そ
の
賑
わ
い
と
元
気
が
な
く
な
っ
て

い
き
、
町
を
出
る
人
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。

　そ
れ
は
仕
方
な
い
と
し
て
も
、
子
ど
も
た
ち
が

「
牛
津
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」、「
牛
津
の
歴
史
っ

て
す
ご
い
。
故
郷
は
よ
か
な
」
と
思
え
る
よ
う
な

映
画
を
作
り
た
い
と
い
う
思
い
が
強
く
な
り
ま
し

た
。
し
か
し
、
映
画
を
作
る
に
は
多
く
の
人
と
お

金
が
必
要
で
、
簡
単
な
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　私
の
想
い
を
商
工
会
や
有
志
の
方
に
相
談
し
た

と
こ
ろ
、
一
緒
に
や
ろ
う
と
言
っ
て
い

た
だ
き
、
今
年
３
月
に
実
行
委
員
会

を
発
足
す
る
こ
と
が
で
き
、
5
月
か

ら
撮
影
し
て
い
ま
す
。

　素
人
集
団
で
す
が
、
み
ん
な
一
生
懸
命
な
の
で

だ
ん
だ
ん
そ
れ
ら
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　衣
装
、
大
道
具
、
音
声
、
照
明
、
ス
タ
ッ
フ
み

ん
な
郷
土
愛
か
ら
手
弁
当
で
協
力
し
て
く
れ
て
い

ま
す
。
町
内
で
撮
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
見

に
来
て
く
だ
さ
い
。

田中正照さん

監
督

牛
津
の
映
画
を
作
る
意
義

9月11日㈰永福寺（下砥川）で
撮影予定です。

撮
影
は
順
調
で
す
か
？

（元サガテレビディレクター、牛津町）

メインキャ
ストにインタビュー

小学生の時に劇に出て、お芝居が楽しかったの
で応募しました。
善蔵と性格は正反対だと思いますが、演じるの
は楽しいです。撮影を通して、いろんなことを
知れたり、体験できたりするのが楽しいです。
牛津は自然が豊かで、有名な人がいることも
知って、ここに生まれて良かったと思うように
なりました。

渡部 凪さん

なぎ

（牛津中１年、牛津町）

主人公 14歳の善蔵役

自分が住んでるところに少しでも貢献できた
らと思い、挑戦しました。
今の若い子は“牛津は何もない”って、外に出よ
うとするんですが、映画を通して初めて知るこ
とも多くて、牛津のすごさに気付くことができ
ました。映画には多くの人が関わっていて、い
ろんなつながりができ、町で会った時にも声を
かけてもらえるのがうれしい
です。

成富瑚白さん

こはく

（牛津高１年、牛津町）

ヒロインのイソ役

石工の里のすごさを改めて実感し、牛津は本当
に素晴らしいと思いました。
与四右衛門は一心不乱に仕事に取り組んでい
たと聞いたので、私も演じるにあたって、自分
の仕事にも一心不乱に打ち込むようにしてい
ます。与四右衛門の作品は県外にも多く残って
いて、本当にすごいと思います。

中土井信さん
（牛津町）

若い頃の平川与四右衛門役

もともと芝居が好きだったこともあり、監督の
熱意に打たれて出演を決めました。与四右衛門
の感情を表現できるように、与四右衛門の故郷
である砥川周辺を周ったり、自分の表情を確認
したりしながら毎日、練習を重ねています。
ボランティアで応援してくださる方がたくさ
んいらっしゃって、楽しく撮影しています。

古川芳男さん
（牛津高PTA会長、大和町）

平川与四右衛門役

撮影は順調に
進んでいます。

　来年３月の
完成をお楽しみ

に☆
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